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北・ほっかいどう
総合カウンセリング支援センター

山　上　雅　己
　会員並びに賛助会員の皆様をはじめ、お世話になっており
ます北海道警察や日本財団の皆様には、日頃より当支援セン
ターの活動に一方ならぬご理解とご支援・ご協力を賜り、心よ
り厚く御礼を申し上げます。
　当支援センター（北・ほっかいどう被害者相談室）は平成21
年２月に設立され、今年で11年が経ちました。
　過去の支援状況の内容は、その年によって多少の違いがあ
りますが、年平均で見ますと「被害者支援」の件数は300件程
度、「心の悩み相談」の件数が500件程度となっております。
　こうした取り組みをふまえて今年度（令和２年度）も様々な
事業を計画していたところでありますが、皆様すでにご承知の
とおり『新型コロナウイルス感染症』の出現によって大変大き
な事業の修正を余儀なくされてしまいました。
　この新型コロナウイルスは、2019年12月に中国の武漢で
初めて確認され、2020年初頭から急速に世界中に感染を拡
大し今日に至っており、止まるところを知りません。［7月12日
現在の状況⇒世界全体の感染者数12,507,849人、死亡者数
560,460人、うち日本の感染者数20,710人、死亡者数982人］
（㊟7月13日にこの原稿を書いています）
　感染者や死亡者が増加の一途をたどるこの『コロナ禍』は、
その言葉を見聞きしない日がないくらい連日新聞・テレビで報
じられているのは周知のとおりです。
　わが国内にあっては、２月28日から３月19日まで北海道独自
の緊急事態宣言が、そして４月７日からは全国緊急事態宣言
が発せられ、感染拡大を防ぐために３ヶ月以上にわたって「自
粛」が求められたのは既知のとおりであります。学校が休校に
なり、不要不急の外出や会合が抑えられ、経済活動が大きく
制限されました。
　こうした状況のもとで、当支援センターとしても４月早々に
事業計画の見直しをさせていただきました。
　つまり、人と人が集まるイベントや講座・学習会等は、当分
の間、行わないことといたしました。
　具体的には、例年開催してきた「カウンセラー養成講座関連
事業」「社会を明るくする運動街頭啓発活動」「犯罪被害者
支援連絡協議会一斉街頭啓発活動」「特別講演会及び公開
講座」等を中止することにいたしました。
　したがって、今年度は「北・ほっかいどう被害者相談室」で
行っております『被害者相談』と『心の悩み相談』を中心に行
うことといたしました。
　皆様におかれましては、コロナウイルスの治療薬やワクチンが
未だ開発されていない段階ですので、くれぐれもコロナウイルス
に感染されませんよう、健康にご留意いただきたいと存じます。　
　結びに、皆様方のご活躍とご健勝をご祈念申し上げますとと
もに、当支援センターに対しましてもますますのご指導・ご協
力を賜りますよう心よりお願い申し上げます。 

『コロナ禍』の影響に
  ついて

　この度ご縁をいただきまして、猫山
房良事務局長の後を引き継ぎました。
皆様、どうぞよろしくお願いいたしま
す。私の人生の大まかな歩みを紹介し
ますと、中学校の教員から北海道教
育委員会の社会教育主事を経て、中

学校の校長で退職。その後、公民館で３年間仕事をいたしま
した。　
　さて、私が社会教育に携わっていた頃ですが、生涯学習社
会の実現が強く求められました。生涯学習の推進目標に「い
つでも どこでも だれでも」学べる社会づくりということがあ
ります。今回、悩みを抱える人たちを支えるカウンセリングの世
界も「いつでも、どこでも、いつまでも」寄り添うことが大切で
あることを知りました。生涯学習とカウンセリングの内容は違
えど、「人をつくる」「人を支える」ことの根本は重なるところ
が多いと思いました。　
　今年突如として私たちの暮らしを襲った新型コロナウィルス
の脅威。それぞれの地域が精神的にも経済的にも苦境にさら
される中、悩みを抱える人は更に増えていくことでしょう。例年
に比べ当センターの相談件数も増加しています。微力ではあり
ますが、様 な々悩みを抱える方々を支える環境づくりのために
努力したいと思います。 

鈴　木　信　人

「よろしくお願いします」　
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北海道警察旭川方面本部

静　間　利　行

　北・ほっかいどう総合カウンセリング支援センターの皆
様におかれましては、日頃から犯罪被害者支援活動に対す
る深い御理解と御協力をいただいておりますことに、心か
ら敬意を表するとともに、この場を借りて厚く御礼申し上
げます。
　さて、昨今における北海道の犯罪情勢をみますと、犯罪
の発生認知件数は平成14年をピークに減少傾向を継続し、
令和元年も戦後最小の認知件数となりました。
　しかしながら、依然として数多くの方々が直接的な犯罪
被害のみならず、犯罪に起因する様々なストレスやトラウ
マ、風評など被害に遭われた後も長期にわたり二次的被害
に苦しんでおられるのが現状です。
　特に性犯罪被害者に関しては、周囲に相談することがで
きず一人で悩まれている潜在的な被害者も数多く存在し、
数字では計り知れない方々が苦しんでおられます。　
　北海道警察では、このような被害者等の精神的・経済的
な負担を軽減・回復すべく、行政機関や医療機関をはじ
め、同センターなどと緊密な連携を図りながら被害者等の
視点に立った各種支援活動を行っております。
　平成30年４月には『北海道犯罪被害者等支援条例』が施
行されるなど、被害者支援に対する気運が確実に高まりつ
つあるなか、これら新たな方向性の実現を含め、被害者等
のあらゆるニーズに応えるためには、同センターのような
民間被害者支援団体の存在が必要不可欠であり、その存在
が数多くの被害者等の心の支えとなっております。
　しかしながら、これら団体の多くは国や自治体、各企業
等による助成金や賛助金など極めて限られた予算のなかで
の運営を余儀なくされ、円滑な運営に支障をきたしている
というのが現状です。
　同センターのような民間団体の活動・運営が困難に陥る
と、被害者等の心の支えが失われるということにもつなが
ります。
　このような事態を避ける一助として、近年、売上金の一
部を民間団体に寄附する仕組みの『寄附型自動販売機』の
導入が進み、全道の警察施設においても大半がこの寄附型
自動販売機となっております。
　その他にも古本の売上金を寄附するホンデリングをはじ
め、書き損じ葉書やテレホンカードの提供など、ほんの些
細なことからできる支援が数多くあります。
　皆様方におかれましても、犯罪被害者等に関する各種施
策をはじめ、民間被害者支援団体の活動に対しまして、よ
り一層の御理解と御支援を賜りますよう、心からお願い申
し上げます。

『社会全体で支える』
「いま、ここ」

蝦　名　美　穂

　私が貴支援センターのカウンセラー養成講座に関わらせ
ていただくようになり、10年以上が経ちます。その中で
も、今年のように新型コロナウイルスの影響で講座が中止
となり、共に学ぶことができなくなったということはあり
ませんでした。
　世の中が「STAY HOME」の状況となり、３月から６
月までの私は本来なら訪れ、直接お会いできる方々の顔を
思い浮かべて「遠くから想いを寄せる」ことしかできない
日々を過ごしておりました。昨年３級でカウンセリングの
基礎を学び、次のステップへ進もうとしていただろう皆さ
んの顔。１級で、実務者となるために厳しいコメントにも
めげずに、自分自身のクライエントへの応答を何度も何度
も考え、それでも答えには辿り着かないという時間を過ご
す皆さん。そして、後輩たちの学びをサポートしながら、
日々かかってくる電話や相談に応答している相談員の方々
の顔を思い出しながら、「みなさん元気にしているだろう
か？」と想うことしかできない私自身。できないことが多
く、つながりが見えにくくなっている今、それでも私は遠
くから、また共に学ぶ機会を得られたその時に向けて、喜
びを分かち合えるよう、己の健康に留意し、研鑽を積んで
いこうと思っておりました。実際に「STAY　HOME」
中は、毎日が子育てに追われ、産休・育休以来の娘との時
間を過ごすことができ、これも必要な時間だったのではな
いかと思うようになりました。
　６月に入り、少しずつではありますが、新しい生活様式
を取り入れながら、カウンセリングを始めています。一定
の距離は保ち、遠くに座っているけれど、相手の話を聴き
たいという想いを持ちながらという状況です。
　最後に、「ピンチはチャンス！！」という言葉は嫌いで
はありません。カウンセリングでも、コロナ禍にオンライ
ン相談のニーズが高まってきています。ある意味電話相談
も、対面相談に比べると、場所を問わず、つながれるツー
ルとして利用されてきました。それ以上に便利なものとし
て、オンライン化がこれから進んでいくことでしょう。け
れど、対面に勝るものはないと思うのです。それは、電話
もそうであるかと思います。改めて、これまであったもの
の良さを確認し、感じながら、新しいスタイルと取り入れ
ながら、これまでのように進んでいこうと思っておりま
す。

NPO法人こどもサポートセンター
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　被害に遭われると、眠れない・食欲がない・恐怖がよみがえるなど心身がつらくなったり、今後のことが不安になったり
します。被害を受けると当然でてくることですので、このようなときには、まずお電話ください。当センターは、犯罪、性
暴力（強姦、強制わいせつなど）、交通事故、DV、虐待、ハラスメント（パワハラ、セクハラ）などにより被害を受けた方
やそのご家族、ご遺族に対して、電話相談・面接相談・直接的支援など各種の支援を行っています。

　
　被害を受けて傷ついた心を誰にも相談できずに悩んでいる被害者の方々が、「胸のうちを聞いて欲しい」「被害後の捜査から裁判
までの流れを知りたい」「被害に起因して行う手続きの取扱機関を知りたい」などの相談に、犯罪被害相談員が、応じています。　　
　なお、   もあります。

　「面接相談」は、電話相談により事前予約（日程調整）を受け付けておりますので、どうぞお申し出ください。
　面接は、原則としてセンター面接相談室において行い、複数の犯罪被害相談員等が被害者の方との面接相談により、それ
ぞれの相談内容に応じて最適な支援方法を考えます。

　「直接的支援」は多くの場合、面接相談を経て、支援センターの支援員が被害者の方々に直接寄り添って支える活動で
す。具体的には、警察や裁判所、病院や弁護士事務所などへの付き添い、裁判の代理傍聴、各種手続きの手伝いのほか、ご
自宅訪問や日常生活におけるサポート、弁護士による法律相談や専門家によるカウンセリングの紹介なども行っています。
いずれの支援も無償で、被害者の方々の個人情報や秘密は固く守られているため、安心してご相談ください。

　「犯罪被害者等給付金の支給等による犯罪被害者等の支援に関する法律」により、犯罪被害者等給付金の支給を受けよう
とする方については、申請書の記載要領などを説明、補助いたします。
　申請をお考えの方は、あらかじめ電話相談（0166－24－3010）にてお申し出ください。

　（令和元年１1月９日、 旭川市神楽公民館　木造館「木楽輪」）
・共　催：旭川市教育委員会
・後　援：北海道警察旭川方面本部、旭川弁護士会、旭川市医師会
・入場者：約80名

 （令和
元年11月22日）
・北海道警察旭川方面本部（警務課）、旭川中央警察署、旭川東警
察署、旭川地方検察庁、日本司法支援センター旭川地方事務所、
旭川方面交通安全協会等各団体とともに、当センター（７名参
加）もJR旭川駅前および駅構内において、社会全体で被害者を
支える機運を醸成するため一斉啓発活動を行いました。

　（令和２年１月26日、アートホテル旭川）
　・令和元年度認定者：３級29名

　（令和２年１１月７日）
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　留萌から海岸近くを北へ向かう「オロロンライン」を通るたび、なんと
私は美しい景色に恵まれているのだろうと感動します。その季節、時間
により移り変わる景色にしばし心が奪われ、何を描けばこの感動が伝え
られるのだろうかと思っているだけで至福の刻を味わっています。いつ
か絵筆が動いてくれる事を期待と不安の気持ちで心踊らせながら。
　本作は、いろいろな悩みに寄り添う相談員が観てくださって、少しでも
癒していただけたらとの思いで描きました。

高清水　奈保美
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　手強い新型コロナウィルスが、世界を席巻し続けていま
す。世界の感染者は一夜明ける毎に30万人余り増加し、瞬
く間に1,500万人を超えて行きました。このような中、国
内では経済復興と感染終息策を両軸に舵を取り、国民疑心
暗鬼の中GoToトラベルもスタート。終息の出口が見えな
い道程にあって、一人ひとりの　「命」の舵取りの重さを
思う時、深い思いを禁じ得ません。
　過日、道新卓上四季に「政治とは、人々に理を問う＜説
得＞の術である」（鷲田清一）とありました。今この現実
は果たしてどうなのであろうと、立ち止まってしまう私で
す。古稀を過ぎましたが、昔は育ちゆく若人に「末は博士
か大臣か」と夢づくりが鼓舞されたものでした。国民意
識と乖離し規範を示せぬ国会。職を賭した真 な論戦や一
個の人間としての矜持が伺えない。人間の性というもので
しょうか、哀しいこの現実。朝令暮改、議会民主主義の危
機に抗う術もない私です。一管（尺八）に思いを託す夜が
増えました。
　支援の輪チャリティコンサートは、ステージと一味違う
ライブ感覚が楽しめる貴重な体験の場です。三曲（箏、三
弦、尺八）と言えば、古典領域の音楽と思われがちです
が、現代では古典のみならずポップスまで、幅広く演奏の
機会が広がっています。旭川三曲協会では、市教委と連携
して市内の全中学校を対象に、楽器の体験指導や生演奏を
聴いていただく活動をしています。キラキラした生徒との
心のふれあいは、私の下山の哲学に華を添えてくれます。
　私は、定年退職年の正月、リタイヤ後の指針に「健康体
保持」を誓いました。具体的には不意の怪我・不要の病防
御です。一日一日をより明確な課題持って過ごすべく、精
進して参りたいと願うこの頃です。

吉　見　青　山
尺八奏者

　不幸にも犯罪に巻き込まれ理不尽な被害を受ける事件の
報道など後を絶ちません。ハラスメントや虐待、交通事故
などを含めると私たちはいつどこで被害に遭うのか、被害
者家族、遺族、関係者になるのかは決して無縁なことでは
ありません。
　私はこの春まで４年間、事務局員としてカウンセリング
支援センターの活動のお手伝いをさせていただきました。
主に道北の市町村や警察署、旭川と近郊の企業、団体等を
訪問し被害者支援事業への理解と協力をお願いしながらＰ
Ｒや資金援助依頼などの活動に携わる経験をさせていた
だきました。突然の電話での訪問依頼からではありました
が、多忙な中説明やお願いに熱心に耳を傾けてくださり、
ご協力を頂きましたことに深く感謝しております。
  理事長を先頭に事務局数人で訪問する啓発活動でした
が、その中で犯罪被害者支援という活動について一般には
あまり知られていないことを特に感じました。先ずは面会
して話を聞いてもらい活動を知ってもらうことを念頭に取
り組みを進めました。この活動を少しでも広めるためには
被害者一人ひとりの心に寄り添い支援を充実させること、
そして関係機関、団体が連携し人々が安心して暮らせるよ
う被害者を社会全体で支えていくための地道な取り組みが
何よりも大切です。また、メディア等社会でももっと取り
上げて広げてくれることも大いに期待しています。
  知ってもらうことの大切さを改めて感じているところで
す。

清　水　　　悟
当センター元事務局員
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　皆様の温かいご支援をいただきながら、おかげさまで当支援センターも機関誌発行10号の節目を迎えることができました。
　皆様の善意は、犯罪の陰で心を痛めている方々や様 な々悩みを抱えている多くの方のためのお役に立っています。今後も変わ
らぬご支援をいただけますよう、心よりお願い申し上げます。
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本　　店　　普通　１４３１３９５
口座名義 一般社団法人　北・ほっかいどう総合カウンセリング支援センター

大町支店　　普通　０４８９３５１
口座名義 北・ほっかいどう被害者相談室

０２７１０－３－７９６１６
加入者名 北・ほっかいどう被害者相談室

　当センターは、営利を目的としない民間の被害者支援組織です。私たちの活動は、犯罪被害者を支援する会員からの会費
及び寄付金等によって支えられています。より多くの皆様のご支援とご協力をお願い申し上げます。

　賛助会員、寄付者の方には、機関
誌などをお送りするほか、特別講演
会、公開講座、チャリティコンサー
ト等のご案内を差し上げます。

・飲料メーカー等が、その売上金の一部を民間被害者支援団体に寄付する自動販売機です。
・具体的には、寄付型自動販売機の設置（新規の設置）を希望する企業・団体等（以下「設置者という。）が、飲料メー
カーに対し設置の申し出を行い、募金率や売り上げ利率等を定め契約を締結します。

・設置者の負担分は、通常、自動販売機に係る電気代となります。（設置者が受ける売上利益の中からも任意設定した率
に応じて募金することもできます。また、既設置の自販機を「寄付型」
に変更することもできます。）

・詳細は、当センター事務局へお問い合わせください。

・お客様が利用されますと、御社の社会貢献ができます。
・被害者支援自動販売機を設置することで、企業のイメージアップが図ら
れます。

・寄付金には税制優遇措置が適用できます。　

　当支援センターでは、犯罪被害者等支援活動の財源確保のため、警察署・役所等多くの
方々の目に留まるところに募金箱の設置をお願いいたしております。
　今後は、法人・団体及び各種施設関係の皆様にも活動の趣旨をご理解いただき、ご協力を
お願いしたいと考えております。
　ご連絡いただけたらお伺いしたいと思いますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。


